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高
齢
者
の
就
業
と
健
康
づ
く
り

公
益
社
団
法
人

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
　
清
水
　
幸
男

　

市
民
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
、
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
暑
さ
の
中
で
平
均
年
齢
七
十
歳
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
は
連
日

汗
だ
く
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
過
日
あ
る
会
員
さ
ん
と
立
ち
話
を
し
ま
し
た
。「
こ

の
年
齢
で
仕
事
が
出
来
る
喜
び
、
両
親
か
ら
受
け
つ
い
だ
丈
夫
な
体
、
お
客
様
か

ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
こ
れ
だ
け
で
十
分
で
す
」
と
。
こ
れ
こ
そ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
高
齢
者
の
雇
用
、
就
業
開
発
は
も
は
や
国
際
的
な
動

き
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
平
成
九
年
の
デ
ン
バ
ー
サ
ミ
ッ
ト
で
は
先
進

国
の
高
齢
化
問
題
が
討
議
さ
れ
「
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
ア
ク

テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
活
力
あ
る
高
齢
化
）」
を
基
本
理
念
と
し
て
「
高
齢
者
は

扶
養
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
旧
来
の
発
想
か
ら
「
高
齢
者
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
・

経
験
等
を
活
用
し
働
く
事
を
通
じ
て
高
齢
者
の
希
望
や
能
力
を
生
か
す
社
会
へ
と

発
想
の
転
換
を
図
る
べ
き
」
と
合
意
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
時
代
の

到
来
を
予
測
し
て
我
が
国
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
創
始
、
東
京
都
高
齢
者

事
業
団
の
創
設
（
昭
和
五
十
年
）
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
法
整
備
上
の

基
盤
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
高
齢
法
に
発
展
し
て
き
た
、
世
界
に
類
を
み
な
い
高

齢
者
に
対
応
し
た
制
度
の
主
旨
・
目
的
が
、
国
際
的
に
認
識
さ
れ
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
方
国
内
で
は
厚
生
労
働
省
研
究
班
に
よ
っ
て
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
健
康
づ
く
り
の
活
動
基
本
が
五
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
厚
労
省
と
し
て
は
初

め
て
の
事
だ
そ
う
で
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
散
歩
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
毎

日
四
十
分
以
上
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
よ
り
生
活
習
慣
病
、
関
節
痛
、

認
知
症
等
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
二
十
一
％
以
上
低
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
福
津

市
も
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
一
万
五
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
実
に
二
十
六
％
以

上
で
す
。
皆
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？
就
業
を
含
め
た
適
度
な
運
動
を
通
し
て
健
康

を
維
持
し
、
地
域
活
性
化
に
努
め
、
充
実
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
五
年
度
　
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

去
る
五
月
三
十
日
（
木
）
ふ
く
と

ぴ
あ
健
康
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
平
成

二
十
五
年
度
公
益
社
団
法
人
福
津
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
総
数　

四
六
八
名
に
対
し

　

出
席
者
数　

一
三
八
名

　

委
任
状
数　

二
七
九
名

　

合　

計　
　

四
一
七
名
で
、

定
款
第
十
八
条
（
会
議
の
定
足
数
）

に
基
づ
き
、
総
会
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

寺
嶋
理
事
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」

で
開
始
さ
れ
、
清
水
理
事
長
の
挨

拶
、
次
に
小
山
市
長
、
大
久
保
市
議

会
議
長
、
阿
部
県
議
会
議
員
、
宮
内

衆
議
院
議
員
（
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
）
と

ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
司
会
の
青
谷
理
事
よ

り
ご
列
席
頂
い
た
ご
来
賓
の
方
々
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
祝
電
の
披
露
は
貝

原
理
事
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
原
田
耕
次
氏
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
審
議
に
移
り
ま
し
た
。

〈
第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度

事
業
報
告
〉

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
初
年
度

に
つ
い
て
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推

進
や
、
労
働
者
派
遣
事
業
実
績
の
大

き
な
伸
び
、
企
画
提
案
事
業
３
分

野
（
介
護
・
子
育
て
・
環
境
）
の
取

組
み
等
の
事
業
活
動
状
況
が
報
告
さ

れ
、
会
員
数
の
減
少
な
ど
会
員
状
況

に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
四
年
度

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
〉

　

貸
借
対
照
表
・
正
味
財
産
増
減
計

算
書
そ
の
他
財
務
諸
表
に
よ
る
財
政

運
営
状
況
の
説
明
と
監
査
報
告
の
の

ち
、
両
議
案
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
第
一
・
第
二
号
議
案
共
に

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

〈
第
三
号
議
案 

定
款
の
一
部
改
正
〉

　

高
齢
法
の
改
正
に
伴
う
定
款
第
四

条
第
二
号
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
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平
成
二
十
五
年
七
月
十
一
日
、
大
博
多

ホ
ー
ル
に
て
、
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の
安

全
就
業
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
四
十
二
セ
ン
タ
ー
か
ら
約

三
百
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
安
全
推
進
委

員
長
以
下
委
員
・
事

務
局
職
員
計
七
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
今
回
は
春
口
和
夫

会
員
が
安
全
標
語
の

「
優
秀
賞
」
に
入
賞
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が

事
前
に
入
っ
て
お
り
、
春
口
会
員
も
こ
の

日
に
行
わ
れ
る
表
彰
式
へ
出
席
す
る
た
め

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
連
合
会
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委

員
会
委
員
の
開
会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、

連
合
会
会
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
厚
生
労
働

省
福
岡
労
働
局
職
業
安
定
部
長
と
福
岡
県

福
祉
労
働
部
理
事
（
兼
）
労
働
局
長
の
祝

辞
へ
と
続
き
、
県
下
で
事
故
の
少
な
い
七

セ
ン
タ
ー
が
安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
安
全
標
語
表
彰
に
入
り
、
春
口

会
員
の
安
全
標
語
「
こ
れ
く
ら
い　

甘
い

気
持
ち
が　

事
故
招
く
」
の
垂
れ
幕
が
優

秀
賞
と
し
て
大
き
く
披
露
さ
れ
、
そ
の
前

で
、
他
の
受
賞
者
と
と
も
に
表
彰
状
・
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
、
春
口
会
員
は
、「
こ
ん

な
に
多
く
の
人
た
ち
の
前
で
表
彰
さ
れ
て
、

と
て
も
嬉
し

い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
安

全
に
対
す
る

意
識
を
常
に

持
ち
続
け
て

い
か
な
け
れ

ば
と
再
認
識

し
ま
し
た
。」

と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
県
の
安

全
・
適
正
就
業
対
策

委
員
会
の
活
動
報

告
、（
公
社
）
築
上

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
安
全
推
進
活
動
の
事
例
報
告
、

博
多
署
の
安
全
講
話
・
記
念
講
演
「
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
」
が
あ
り
、最
後
に
（
公

社
）
久
留
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

安
全
委
員
長
の
安
全
就
業
宣
言
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
委
員
も
今
回

参
加
し
て
、
改
め
て
「
安
全
は
す
べ
て
に

優
先
す
る
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
、
安
全

就
業
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
会
員
互
助
会
会
長
に
就

　

会
員
互
助
会
同
好
会
サ
ー
ク
ル
は
、

カ
ラ
オ
ケ
（
10
名
）、
ゴ
ル
フ
（
33
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
加
入
希
望
の
方

は
、
互
助
会
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
報
告
事
項
〉

一
、�

平
成
二
十
四
年
度
予
算
実
績
比

較
報
告

二
、�
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

三
、�
平
成
二
十
五
年
度
収
支
予
算

　

以
上
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

定
時
総
会
の
全
て
の
議
事
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
吉
積
理
事
に
よ
る
「
閉
会

の
こ
と
ば
」
で
平
成
二
十
五
年
度
定

時
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
25
・
26
年
度

会
員
互
助
会

�

役
員
紹
介

互
助
会
同
好
会

会
員
互
助
会
会
長

�

花
田　

勲

任
致
し
ま
し
た
勝
浦
地
区
の
花
田
勲

と
申
し
ま
す
。
皆
様
は
縁
あ
っ
て
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
働
く
ば
か
り
が
人
生

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
縁
を
大
切

に
人
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
下
さ

い
。
き
っ
と
良
い
事
が
あ
る
と
信
じ

ま
す
。
こ
の
た
め
会
員
互
助
会
役
員

一
同
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
様
の
各
行
事
の
多
数
の

ご
参
加
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

会
員
互
助
会
役
員

　

会　

長　
　

花
田　
　

勲（
勝
浦
）

　

副
会
長　
　

熊
本　

勝
安（
福
間
南
）

　

会　

計　
　

梶
木　

和
夫（
宮
司
）

　

総　

務　
　

桃
田　

忠
良（
神
興
東
）

　

幹　

事　
　

音
成　

正
博（
福
間
）

　
　

〃　
　
　

佛
坂　

靖
之（
上
西
郷
）

　
　

〃　
　
　

花
岡　
　

寛（
神
興
）

　
　

〃　
　
　

永
島　

一
郎（
津
屋
崎
）

　

監　

事　
　

江
島　

宣
行（
福
間
南
）

　
　

〃　
　
　

増
田　

義
則（
勝
浦
）

賞状を受ける春口和夫氏

���������������
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安
全
標
語
優
秀
賞
を
受
賞！

�

『
こ
れ
く
ら
い　

甘
い
気
持
ち
が　

事
故
招
く
』

安
全
就
業
促
進
大
会
報
告



平
成
25･

26
年
度
　
支
部
長
・
地
域
班
長
紹
介

福
間
校
区

支
部
長

佐
藤　

春
信

花
見
１

福
間
南
校
区

上
西
郷
校
区

神
興
校
区

班
長

鈴
木　

幸
男

南
町
・
緑
町

班
長

狩
野　

政
光

松
原
・
本
町
・

昭
和
１
・
西
福
間
１

班
長

泉　
　

潤
太

大
和
１

班
長

林　
　

靖
子

大
和
２
・
古
町

班
長

船
越　

重
利

四
角
・
日
蒔
野
・
両
谷

班
長

稲
葉　

錦
二

原
町
２
・
有
弥
の
里

班
長

松
本　

俊
幸

原
町
３

班
長

坂
田　
　

稔

花
見
３
・
４

班
長

日
高　

武
敏

光
陽
台
１
・
２
・
３

光
陽
台
南

班
長

上
田　

和
政

上
西
郷

支
部
長

小
田　

善
彦

本
木
・
畦
町
・

内
殿
・
舎
利
蔵

班
長

林　
　

敏
秀

東
福
間
４
・
５
・
６
・

小
竹

班
長

都
地　
　

昌

花
見
２

支
部
長

井
上　

恒
葊

東
福
間
１
・
２
・
３
・

７
・
高
平

班
長

上
田　

一
之

東
福
間
８

班
長

冨
田　

洋
三

光
陽
台
４
・
５
・
６

班
長

小
栁　

嘉
彦

手
光

支
部
長

楠
本　

岩
男

原
町
１

　

地
域
班
は
、
会
員
相
互
の
連
帯
意
識
と
親
睦
を
基
調
に
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員

と
の
緊
密
な
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
事
業
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

会
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

氏
　
名

区
　
名

赤
間　

克
子
…
天

神

町

阿
髙　
　

弘
…
光
陽
台
六

安
部　

誠
一
…
東

町

二

安
部　

文
範
…
新

町

阿
部　

康
夫
…
塩

浜

石
田　

秀
子
…
大

和

一

石
津　

宏
介
…
宮

司

二

石
橋　

龍
吾
…
東
福
間
八

泉　
　

潤
太
…
大

和

一

岩
村　

新
子
…
若
木
台
三

上
野　

勝
則
…
緑

町

大
神　

常
男
…
東

町

一

長
田　

勝
十
…
若
木
台
六

蒲
池　

好
登
…
大

和

二

川
上　

健
次
…
岡

の

三

北
島　
　

博
…
光
陽
台
六

城 

戸　

喜
美
男
…
久

末

木
村　

和
義
…
東
福
間
二

木
村　
　

丕
…
原

町

一

久
々
成 

芳 

一
…
大

和

一

小
森　

信
策
…
若
木
台
五

西
藤　

金
二
…
光
陽
台
五

坂 

本　

規
久
生
…
宮

司

二

椎
木　

信
敏
…
宮
司
ヶ
丘

茂
野　

順
子
…
若
木
台
一

篠
原　

房
義
…
光
陽
台
二

柴
田　

義
春
…
渡�

芝
山　

恒
敏
…
若
木
台
六

渋
谷　

謙
作
…
大

和

二

髙
田　

志
伸
…
宮

司

二

髙
田　

照
子
…
桂�

新
会
員
紹
介 

敬
称
略
・
五
十
音
順

（
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
三
日
～

平
成
二
十
五
年
七
月
十
二
日
）
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▪
▪
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▪
▪
▪
▪ 神

興
東
校
区

勝
浦
地
区

津
屋
崎
地
区

宮
司
地
区

班
長

上
妻　

幸
雄

津
屋
崎
１
（
東
町
１
・

２
・
天
神
町
・
岡
の
２
）

班
長

岡
野　

勝
馬

宮
司
１
・
２

班
長

吉
田
タ
ミ
子

津
屋
崎
２（
岡
の
３
・
新

町
・
北
の
１
・
２
）・
渡

班
長

香
立　

和
邦

新
東
区

班
長

髙
城　
　

学

通
り
堂
・
桜
川
・

あ
け
ぼ
の

班
長

後
藤　

好
男

津
丸
・
久
末
・
八
並

支
部
長

春
口　

和
夫

若
木
台
１
・
２
・
３
・

４班
長

内
藤　

博
之

若
木
台
５
・
６

班
長

工
藤　

敏
正

宮
司
３
・
西

支
部
長

花
田　
　

勲

奴
山
・
桂
・
西
東
・

勝
浦
浜
・
勝
浦
松
原

班
長

吉
武　

一
元

五
反
田
・
須
多
田
・

大
石
・
在
自
・
生
家

班
長

今
井　
　

崇

末
広
・
堅
川
・
新

成
・
梅
津
・
塩
浜

班
長

藤
嶋　

保
馬

星
ヶ
丘

支
部
長

山
内　
　

満

的
岡
・
善
福

支
部
長

寺
本　

博
一

宮
司
ヶ
丘

瀧
口　

光
枝
…
若
木
台
四

武
石　

安
文
…
若
木
台
一

武
田　

周
二
…
大

和

二

田
邉　

英
二
…
本

木

谷
口　

公
人
…
的

岡

都
地　
　

昌
…
花

見

二

手
柴　
　

昭
…
緑

町

花 

田　

セ
ツ
子
…
的

岡

久
枝　

信
之
…
津

丸

廣
田　

栄
基
…
宮
司
ヶ
丘

葊 

渡　

喜
三
男
…
南

町

房
崎　

憲
隆
…
若
木
台
四

淵
上　

省
三
…
若
木
台
五

堀
口　
　

厚
…
東
福
間
二

水
野　
　

茂
…
光
陽
台
一

宮
木　

国
俊
…
大

和

二

村
田　

勝
彦
…
光
陽
台
一

森
山　

泰
治
…
光
陽
台
六

山
本　

眞
人
…
有
弥
の
里

吉
田　

貞
一
…
あ
け
ぼ
の

吉
野　

弘
子
…
北

の

一

吉
村　
　

勝
…
星

ヶ

丘

割
石　

充
城
…
大

和

二

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

会
員
募
集
中

（公社）福津市シルバー人材センター
会員数

支部 男性 女性 計

福間校区 59 15 74

福間南校区 82 23 105

上西郷校区 21 1 22

神興校区 53 18 71

神興東校区 50 17 67

津屋崎地区 36 6 42

宮司地区 40 12 52

勝浦地区 26 7 33

計 367 99 466

　

福
津
市
内
在
住
の
方
で
、
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
入
会
説
明
会

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

〈
入
会
説
明
会
〉

　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
の
10
時

か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

福
津
市
手
光
南
二
－
一
－
一

ふ
く
と
ぴ
あ
・
い
き
い
き
交
流
館

電
話
〇
九
四
〇
－
四
三
－
六
五
四
一

（人）

（平成25年７月12日現在）
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私
の
健
康
づ
く
り

�

剪
定
班　

藤
堂
昌
昭

　

あ
と
一
年
半
で
古
希
を
迎
え
る
年
齢

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ

こ
そ
こ
元
気
に
仕
事
や
遊
び
に
精
を
出

し
て
お
り
ま
す
。
会
社
勤
め
の
現
役
時

代
を
含
め
、
定
年
退
職
後
も
、
健
康
に

関
し
て
特
別
な
こ
と
は
や
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
大
き
な
故
障
も
な
く
、
病
院
の

お
世
話
に
も
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
私

は
ア
ウ
ト
ド
ア
派
を
自
認
し
て
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
結
果
的
に

遊
び
や
趣
味
の
運
動
が
健
康
の
元
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
週
２
日
の
テ
ニ
ス
、
月
２
～
３
回

の
ゴ
ル
フ
ラ
ウ
ン
ド
、
週
１
回
以
上
の

ゴ
ル
フ
練
習
場
通
い
、
ふ
く
と
ぴ
あ
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
等
ほ
と
ん
ど
毎
日
２
～

３
時
間
は
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
直
後
に
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
初
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
た
の
で
、
夏
場
は
恋
の
浦
や
志
賀
島

の
海
に
潜
り
に
行
き
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
剪
定
作

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
合
間

で
そ
う
し
た
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
の

で
、遊
び
仲
間
に
は
、「
藤
堂
さ
ん
、ち
ゃ

ん
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
空
け
て
お
い
て

く
だ
さ
い
ね
。」
と
時
々
注
文
を
つ
け

ら
れ
ま
す
。

　

と
に
か
く
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
も
な
く
、
お

ま
け
に
仲
間
も
増
え
て
心
身
の
健
康
維

持
や
体
力
低
下
防
止
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
私
の
信
条
は
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ

を
目
指
し
、
毎
日
い
い
汗
を
か
き
、
一

日
で
も
長
く
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

で
す
。
今
後
も
遊
び
に
仕
事
に
人
生
を

充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
一
度　

現
場
の
状
況　

確
か
め
ろ

�

吉
田　

隆
秋

急
ぎ
の
仕
事　

あ
わ
て
ず　

さ
わ
が
ず　

安
全
作
業
で

�

上
妻　

幸
雄

感
謝
し
て　

働
く
姿
勢
に　

事
故
は
無
し

�

佐
藤
源
四
郎

事
故
の
芽
を　

仲
間
で
つ
み
と
る　

危
険
予
知

�

佐
藤　

春
信

事
故
防
止　

決
め
手
は
あ
な
た
と
私
の　

心
が
け

�

大
塚　

洋
一

よ
く
た
し
か
め
よ
う　

見
え
ぬ
と
こ
ろ
に　

魔
が
ひ
そ
む

�

西
山　

三
郎

今
や
ろ
う　

作
業
前
の　

指
差
し
チ
ェ
ッ
ク

�

田
邉　

英
二

こ
れ
く
ら
い　

甘
い
気
持
ち
が　

事
故
招
く

�

春
口　

和
夫

福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〈
安
全
標
語
入
選
作
品
〉　
応
募
総
数
六
十
点（
会
員
二
十
五
名
）

隣
の
作
業　

気
づ
い
て
注
意　

見
て
安
心

�

増
田　

義
則

チ
ー
ム
の
和
は　

明
日
へ
の
仕
事
の　

エ
ネ
ル
ギ
ー

�

森
山　

泰
治

●
剪　

定　
　

１
班�

藤
堂　

昌
昭

　
　
　
　
　
　

２
班�

沖　
　

和
芳

　
　
　
　
　
　

３
班�

増
田　

義
則

　
　
　
　
　
　

４
班�

大
塚　

洋
一

●
公
共
草
刈　

１
班�

山
田　

嘉
勝

　
　
　
　
　
　

２
班�

岡
野　

勝
馬

●
民
間
草
刈　

１
班�

山
内　
　

満

平
成
25
年
度

職
群
班
長
紹
介

　
　
　
　
　
　

２
班�

花
田　
　

勲

●
公
共
除
草　

１
班�

濱
田　

久
男

　
　
　
　
　
　

２
班�

新
地　

秋
行

　
　
　
　
　
　

３
班�

長
谷　

安
彦

●
民
間
除
草　

１
班�

花
田　
　

晃

　
　
　
　
　
　

２
班�

井
本　

昌
之

　
　
　
　
　
　

３
班�

寺
野　

澄
夫

●
生
活
サ
ポ
ー
ト
班�

藤
岡　

清
利

●
清
掃
班�

塚
本　

利
彦

●
駐
輪
班
（
有
料
）�

植
木　

健
二

●
駐
輪
班
（
無
料
）�

武
藤　
　

勇

テニス仲間と一緒に（左端が本人）

理事長、安全推進委員長と入賞者の皆さん

シルバー人材センターのみんなと
ボランティア活動

シ ル バ ー ふ く つ 2013年（平成25年）８月５日 （6） 第17号



 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

�

地
域
貢
献
し
ま
し
た
！

　

高
温
多
湿
な
環
境
で
は
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
調

節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
で
、
体
内
に
熱
が
た
ま

り
、
筋
肉
痛
、
大
量
の
発
汗
、

吐
き
気
や
倦
怠
感
、
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
体

調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
予

防
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
法

●
　�

水
分
・
塩
分
の
補
給

　
　�

こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分

の
補
給

　

※�

高
齢
者
の
方
は
、
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
　�

体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

　

・
こ
ま
め
な
体
温
測
定

　

・�

通
気
性
の
良
い
、吸
湿
・

速
乾
の
衣
服
を
着
用

　

・�

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い

タ
オ
ル
等
に
よ
る
か
ら

だ
の
冷
却

●
　�

熱
中
症
に
な
り
に
く
い

室
内
環
境

　

・�

気
温
や
湿
度
の
高
い
日

に
は
、
無
理
な
節
電
は

　

今
年
も
５
月
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
て
、
神
興
・
津
屋
崎
・
上
西
郷

小
学
校
の
校
庭
等
の
美
化
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
、
快
適
な

環
境
の
中
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
多

く
の
会
員
が
参
加
し
、
各
学
校
関
係

者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
力
を
合
わ
せ
て
作
業
し
ま
し
た
。

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
紫
陽
花
の
花
も
美
し
く

咲
き
、
通
り
が
か
る
人
々
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
地

域
に
喜
ば
れ
る
活
動
と
し
て
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
に
お
い

て
も
、
紫
陽
花
の
花
の
咲
く
頃
に
合

わ
せ
て
、
西
郷
川
を
守
る
会
と
協
力

し
て
、
川
沿
い
の
草
刈
・
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
相
当

雑
草
の
伸
び
き
っ
た
状
況
の
中
、
会

員
の
手
際
良
い
作
業
と
連
携
プ
レ
ー

で
効
率
的
に
す
っ
き
り
と
し
た
景
観

せ
ず
、
適
度
に
扇
風
機

や
エ
ア
コ
ン
を
使
用

　

・�
す
だ
れ
、
打
ち
水
な

ど
室
温
が
上
が
り
に
く

い
環
境
の
確
保

●�

　
外
出
時
の
注
意

　

・�

日
陰
の
利
用
、
こ
ま

め
な
休
憩

　

・�

日
傘
や
帽
子
の
着
用

●
　�

日
常
の
健
康
管
理

　

・�

睡
眠
不
足
、
体
調
不

良
、
前
日
遅
く
ま
で
の

飲
酒
、
朝
食
の
未
摂
取

な
ど
は
病
気
の
も
と
で

す
。

　

・�

体
調
の
悪
い
時
は
、
思

い
切
っ
て
休
み
ま
し
ょ

う
。

���� 熱中症を防ぎましょう！����

神興小学校（25名参加）

津屋崎小学校（40名参加）あじさいロード（52名参加）

熱中症患者のおよそ半数は 65 歳以上の高齢者です。
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
事
務
所
を
ご
存
じ
で
す
か
？

●
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
の
開
催
に
つ
い
て

　

�　

第
九
回
の
シ
ル
バ
ー
ま
つ
り
は
、

十
月
二
十
日（
日
）に
開
催
致
し
ま
す
。

　

�　

恒
例
の
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販

売
を
は
じ
め
、
会
員
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
野
菜
、
梅
干
し
の
販
売
な
ど

も
行
い
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

詳
細
は
後
日
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●�

“
イ
ロ
イ
ロ
お
届
け
便
”
を
ご

利
用
下
さ
い！

　

�　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
市
・

商
工
会
と
連
携
し
て
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
表
紙
の
写

真
）
現
在
い
ろ
ん
な
特
典
が
つ
い

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

詳
し
く
は
市
広
報
八
月
一
日
号
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●�

ご
依
頼
下
さ
い！
包
丁
研
ぎ

　

�　

切
れ
な
い
包
丁
で
お
困
り
の
方

か
ら
「
研
い
で
く
れ
」
と
い
う
ご

要
望
に
お
応
え
し
随
時
事
務
所
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

価
格
は

　
　

＊
菜
切
包
丁　

三
五
〇
円

　
　

＊
出
刃
包
丁　

四
五
〇
円

　
　

＊
刺
身
包
丁　

四
五
〇
円

　

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

 

事
務
局
だ
よ
り

（
平
成
二
十
四
年
八
月
～
平
成
二
十
五
年
七
月
）

光
安　

寛
行
様
（
十
月
）
東
福
間
六

佐
伯　
　

進
様
（
一
月
）
天
神
町

山
路　

弘
文
様
（
三
月
）
原
町
一

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

編
集
後
記

　

買
い
物
に
不
自
由
を
感
じ
て
い

る
市
民
へ
の
支
援
策
と
し
て「
イ

ロ
イ
ロ
お
届
け
便
」の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
、
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。
御
好
評
い
た
だ
き
今
後
さ
ら

に
サ
ー
ビ
ス
を
定
着
さ
せ
る
為
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
広

報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

私
達
シ
ル
バ
ー
世
代
の
若
さ
と
元

気
を
保
つ
た
め
に
は
健
康
管
理
に

徹
す
る
事
が
一
番
で
す
。
そ
れ
に

は
毎
日
必
ず
40
分
以
上
は
体
を
動

か
し
運
動
す
る
生
活
リ
ズ
ム
を
作

る
こ
と
、
運
動
を
や
る
基
本
原
点

は
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
ど
ん
な
運

動
で
も
よ
い
で
す
か
ら
体
を
動
か

し「
あ
あ
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」と

思
え
る
楽
し
い
運
動
を
毎
日
欠
か

さ
ず
実
行
す
る
事
を
強
く
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
や
は
り
人
生
は
緊
張

と
緩か
ん

和わ

、
張
り
も
必
要
緩ゆ
る

み
も
必

要
、
そ
し
て
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
が

一
番
、
ま
る
く
ま
ぁ
る
く
人
生
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

�

広
報
・
啓
発
推
進
委
員
会
一
同

　

公
益
社
団
法
人
福
津
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
は
、

現
在
、
ふ
く
と
ぴ
あ
・
い
き
い
き

交
流
館
西
側
（
下
図
を
参
照
）
に

移
動
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
の
移
動
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
、
ご
存
じ
な
い
方
も
ま
だ

多
く
、「
ど
こ
か
わ
か
ら
ん
。」
と

よ
く
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き

ま
す
。

　

こ
ど
も
の
城
建
設
に
伴
う
い
き

い
き
交
流
館
改
修
に
よ
っ
て
、
現

在
、
西
側
玄
関
か
ら
直
接
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
、

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

目
印
は
紺
色
の
の
ぼ
り
旗
で
す
！

（
写
真
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
高
齢
者
の
就
業
・
社
会
参
加

を
通
し
た
生
き
が
い
・
健
康
の
増

進
、
仲
間
づ
く
り
等
を
推
進
し
、

か
つ
地
域
社
会
の
活
性
化
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ

く
と
ぴ
あ
・
い
き
い
き
交
流
館
を

拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
が
地
域
で

活
躍
す
る
機
会
を
提
供
し
、
様
々

な
取
り
組
み
の
中
で
、
各
関
係
団

体
と
の
連
携
・
交
流
を
通
し
て
地

域
貢
献
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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